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学位論文審査結果の要旨
本輸文は、北陸沿岸の海洋微生物に由来する２次代鮒産物の探索と生物活性評価についてまとめたも
のである。すなわち、北陸沿岸からjMLIilllLた、主として真菌類３４稲について抗菌活性、１１m【泌細１１包地殖
抑制作用など数翻の生物活性評価を用いるスクリーニングに付し、６稲の真菌頬と２稲の細繭類を巡択
した。それらの培獲エキスからは３２甑の２次代鮒産物を単離し、柵造解析を行ったところ４棚が文献
末記ilitの化合物であった。紬文にはそれらの柵造ﾙﾎﾞ折と生物活性評ｲMiについてまとめられている。
富山産ウニ由来のＭ,noGbbty写鵬真菌から抗菌作用を示す５狐のアントラキノン成分をlliWllL、柵造
解析を行うことにより、文I1ik未記ililtの抗菌,性アントラキノン、monodictyquinoneA(5)の化学柵造を決
定した。緑藻Ｃｂ[ZmmazFgXﾉb由来の真菌MF5g3からは数轍のイソクマリン類縁体とともに、ＨｅＬａ
細胞増雛抑ilili作用を示す文Ｉ１ｊｆ未記１１tのラクトン、（aE4aR;5ＳＩＭ》-6-hyClMy5-metMramulosin(10）
およびエポキシモノテルペンジオール、５－(1-hydroXy-1-metMetM)-7-oxabicyclo[４１qiieptan-2-o1
(14)を単離し、化学柵造を決定した。抗菌活性を示した海洋真菌６００９からは文献未記ililiのエポキシス
テロイ辰エンジオンを単離し、化学柵造を明らかにした。
以上のことから本論文は、天然物化学の鎚礎研究において新たな研究素材の提供を意味するものとし
て意鑑は大きく，博士（薬学）に相当すると判断する。
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